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教師の新教育理念に対する

態度につい1て
　　　　　差異的研究（その一）

野 村　　　　昭

§1雀聞　　題

　いわゆる「新教育」が日本に施行されて，既に，約十年の歳月を閲する。その間，制度上で

は，一応新しい教育体制が串来上りつ∫あるも，r新教育」に対する教師の態度には，必すしも

一様でないものがある。栓絶えていた諸外国の教育理念が、一定の過程を踏ますに，一時にど

つと紹介されたり、夫等と在来の教育勅語に基く教育の在り方との間に深溝を生じう飛躍を求

められたりした葛に生じた理念の混乱錯綜や，現実の教育制度が，十全に生かされす多加え雪新

しい教育体制に順応する葛の様々の仕事；対児童との爵係，対父兄，対地域杜会の間題等う更

には之等理念と現状との間の艶鯖等々，r新教育」に対する意見は輻湊している。

　我々はご∫に，r新教育」に対する教師の態度が奈辺に存在するかを方向づけ多位置づけて見

ようと思う。これは教師の意識構造の在り方ωや，教師のパーソナリテイ12〕との関連に於ても

論じられ，個々の教師についての考察を加えるべきであろうが，こ∫では，一般に教師が

　1）新教育理念⑧目棲をどの様なものと考え，それを把握しているか。

　2）それでは現在の教育の実情は’どうか。そして，1それと奉する理念ぺ目棲との聞にはう如

　　　何なる関連性が存在するか。その矛盾や観鶴はどうか①

’3）それ等に対して，教師は，どんな意見を持ち書どうしようとしているか。

の三点について，与えられた項目を態度尺度法13）（4）舳6）に依て，評価せしめ∫その評価値を’

捷泣させ，各地域，性別多年含層毎に尺度値の比較考究（71に依て，殊に夫等の態度の差異性を’

見て行こうとした。

　教育制度は，その目標多理念に応じて基準化され言方向づけられるものであるが，全時にそ

牝は，固定化され，不変的な姿に於て捉えらるべきものではなく，その杜会的背景，歴史的地

理的条件に廣る特陳性を認めるべきであろう（8）。か㌧る特殊性，他との差異産を求め岩のが本

一研究の主目的である。

。§2、調　　董

（調査対象）本調査は島根果下の皿市及びその周辺部書O郡一円，皿町及びその周辺地域の三

領域に於げる小，中，高校の教員を対象としている。その年令，性別，人員構成は第1表の如

くである。
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1性別　男・女学校種 小∵申・高ポ傘令　（ ）才！

　　　　新教育理念にっいて

　◎新教育とは、どういうものだと思いますか。

十．5＋；4寸3＋2ナ1g一，1r2プr4r5

艦ここ　どでい　反絶反1対れ　　れ一　　　ちも　　　　す　　　対す
　テこ　　テこ　　　　　らよ　　　　　る　　　　る

←　　（ふさわしい）　　　　　（反している）　→

ユ。しつけ、規律をきびしくする

2・父兄とよく連絡をとる

3。緯験に基いて学習する

乱教材を豊富に、設備を完備する

5．地域教育を童んずる

61能力に応じて児童を指導する

7。固定した考えで教育を進める

8白教科書に基いて学習指導をする

9。児童の幸福を目標とする

1ポ義務教育を延長する

ユL．道徳的教育をする

12。男女共学を完全に実施する

ユ3・教師児童の区別なく、一体となつて学習する

払個性を尊重すること

ユ5ぷ勤労精神を養う

16。基礎学力を養う教育を実施する

17凸児童の自主性を育てる

ユ8値平和愛好の児童を育成する

19．民主的教育を施す

飢直接社会に役立つ人間を育てる

21．アメリカ式の教育をする

22・子供を好きになること

23。時々の問題に応じた生活学習をする

24・教育技術に重点を置く

25・学級の児童数を少くする

26．教員の質的向上をはかる

27。子供自身の発表を促す’

28・広く浅い教育をする

29．日本固有の精神で教育する

30。六。三1三芭四の制度を作ること

31．知的水準に重点をおかない

32・児童の忍耐力を養う

331日本の新憲法の精神を具現する

3乱愛情をもつて児童に接する　、

35・健康保持に心がける

36．真理の探究を志す

37。児童の素直さを養う

381人格（白、他共に）を尊重する

39。多くの人に、平等な茸百の機会を与える

軌r記憶」より「理解」を深くす亭

4L当用漢字・新かなづかいを施行する

｝42，人格を陶治する

43・穏健な児童を育成する

幽．教育の独立をはかる

軌責任感ある児童をつくる

46・宗教教育を施す

47。「理想」より「現実」を重んずる

第圭五表調査対象
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0
～
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しているのでないことが証されだ。その意見の浮動は第2表の如くである。

〔調査分析〕　この調査に於ては，小，申，高校の教師が，新教育を如何に考え，如何に対処し，

その抱負や感懐はどうであるかの，全体的傾向を伺うこともさること乍ら、主眼は1その差異性

に着目することに置いた。従つて「理念把握」⑧「現状認識♪r意見」の各部門毎に，夫々，地

域別，性別1年令別に整理分析した。荷，本報告は，その第一報として習r新教育の理念把握」

の差異性について述べる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第轟表童体傾向
（全体傾向）全調査着の平均尺度値に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尺度値項目番号項目数
依て雪各項目に置かれた全体的な力点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　5事　6．　　9．　14．　17．　18．　19。
の位置傾向を知ることが出来る。　　　　十4　　　　　　　　　　　　　　　　　13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．　34．　38．　39．　45
（第3表）第3表の尺度値は，各項の平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　4．　11．　15，　16昏　22唖25．　26．
均尺度値が集約的に（四捨五入に依て）　十3　27．33．35．36．37，40．42　　15

示されたものであり。之等の尺度値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十2　12．13．23．32．41．43．幽　　　7
は・その分散を異にし夫等各理念項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十1　1．24．30，47　　　　　　　　4
目に対する教師の態度には幅を有する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　10，31　　　　　　　　　　　　　　　　　2
のであるが，こ∫では，全体的な評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　8．　29，　46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

の流れを見るためにまとめた。これに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿221，282よれば次の様なことが考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿3　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1）課された各理念項目に対する評

　　価が・正の方向へ片寄つたこと　　これは多本調査用紙作成の予傭調査の際に，「新教育と

　　は・どの様なものか」と云う正の方向の目由記述を求め，それをこの調査に於て評価せし

　　めたごとに由来すると思われる。

　2）各項目別に見れば・殆んど総花的に，正の尺度値が与えられているが，その評価の撤布度

　　から見れば17・19・38項目に対しては1各地域性別，年令層を間わす，集中的に高い尺

　　度値が与えられている。之等は・児童の自主性，人格尊重，そしてそれが民主教育であり。

　　新教育として最もふさわしいものとして取上げられているのである。（第1図，第2図，第6表

　　参照）之に反して・負の方向に評価せられたものを考えればヲ宗教，日本糖神，米国式等の

　　何等かの特定の精神価値体系に寄か㌧ることをよしとせす，それは教育態度に於ても，教’

　　科書に準拠するよりも・寧ろr生きだ」形に於て，力動性を以て，指導を押進めるところ

　　に・新しい教育の在り方を見出さんとしているのが示される。

（地域差）皿市・O郡・皿町の三地区に於て・その教育理念把握の差異性を見る為にタ各地域

の平均尺度値に依て・その比較を試みた・各項目に対する夫々の平均尺度値の相対的位置は言

第4表の如く極めて高い相関を示し各項目に対する各地区教師の，評定傾向に，可成の一致

褒を見出すのであるが・その尺度絶対値には1若干の参差がある。（第1図）

　1）皿市のみが1他地区と異つた評価を：している項目
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l1簑驚簑育　／皇認度大　第蝦地滅闇網関・

　C）知的水準に重点を桓かぬ薮育　、

・）叶、浅嚇・　，1反対度小

　e）日本固有糖神での教育　　　　　　反対度大

2）O郡のみが，他地区と異づた評価をしている項目

　a）人格尊重の教育

　b）教材，設傭完備の教育

　　C）真理探究の教育

　　d）教師⑳児童の一体学習
　　　　　　　　　　　　　　　是認度大
　　e）朕⑧規律の教育

　．f）義務教育延長
　　　　　　　　　　　　　　　　　平均尺度個＿→　　　　　　　　　　　　　軍均尺度値→
　　g）宗教教育　　　　　　　　　　　一5－4－3－2－l〇十1＋2†3＋4†5

　　　　　　　　＿是認度小／1肺　　！、1

この中，殊ケこ注目すべきは，義務　1脚　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M町教育に対するものと，宗教教育を、　　　　　　　　一平・

於ける評価で，前者は多尺度値が

殊に大きく・後者は．1他の反私

叉は無関係な態度を：示すのヒ対し

て，是認あ方向に傾いている。之

等は，この地域の特殊性を物語る

ものであろうか。一’

　3）皿町のみが，他地区と異つた

　　評価をしている項目

1皿市1・郡1皿町
皿市1 ・1・・…1仙…

○郡 』
1

メ 1・・・…

皿町1 ド 、 ×

箏箏㍍／
　　　　一一是認度大

C）家庭連絡

　　　　　　是認度小．

g）宗教教育　　反対度大

h）固定しだ教育　　ク小 第且図　地域別ブ日フイF払 第塞図■陛別プ回7イ日ル
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　この中，日本の固有糖神に依る教育に対するものと，O郡とは逆に茅宗教教育に対する考え

方には，，’この地方の傾向が伺えよう、

　以上，三地域の夫・々の特殊性を見ようとしたが、之を通覧するに，之等の尺度値の差が，そ、・

の杜会的風土に於て生じ来つたものであるか，或は多単に偶然の緒果に遇ぎぬかは早断踏来ぬ

が茅少くとも，尺度値の大落及び正反その位置を異にしている項目については，注目する必

要があろう。

〔性差〕性的な差異に依る評定の相対的位置づけは，相閨十09475で極めて高い一致した傾向

を示している。その1絶対尺度値を見れば，全般的に云つて，女教師の方が各項目に対する評

価が正の方向に高い。（第2図）従つて男教師の方が，評価点の高い項目を見れば，

l1摂育　／1111
　　d）広く多浅い教育　　　　　　　　　　反対度小

で茅女教師が男教師に比して高評価点を与えた項目，例えば

　a）父兄との連絡をよ，くとる教育

　b）教材や設備の完備した教育ヨ

　C）愛庸をもつて接する教育

　d）教師⑧児童の一体学習

等々が比較的，教育抜術面，具象的な事態との関連に於て，新教育理念を把握しているに対し

男教師の例では1一種の生硬なスローガニィにて・その理念を把持している処に・その考え方の

差異性・特殊な傾向が見られよう・更に言「知的水準を重視するや否や」の項目に於ては，勇教

師は重祝する立場をとり，女教師は，左程重祝しない立場に立ち，それに対する力点の相違を

示している。このことは，先述の，理念把握の在り方の差異と対照して，首肯され得る事象で

あろう。．（第6表参照）

〔年令層別〕我辛がこ㌧で年令層別に新教育理念把握の様態を見むとしたのは，教職経験の長

短に拘らす1自己の享けた，或は授けた戦前の教育，戦争中の教育，敗戦後の教育が，どの様

に「新教育理念」評価に反映されるか茅その時代的，杜会的背景を摘出せんためである。年令

牢層化する場合1五年を群として一単位と

したのは，よりその層が等質化されむこと　・第5表年令聞相関　（♂）

を望んだからセあり，それに依て上記の目

的をより詳紬に見たい意図に出づるもので

ある。

　第5表に依れは1，男教師の各年令層間の

相対的な尺度値の位置づけは，一夫冷高い相

関を有し，その年令層の全般的な傾向とし

120〆）24 25～29 30～34 35～39 40～幽

25柑芋g O．959

30～34 O．886 O．790

35～39 O．859 O．897 ○偲799

40紺幽 O．880 O．892 O．836 ○尋898

45～ 0．841 O．836 O．816 O．811 O．834，
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ては之迄の地域風性間と全様∵致していることを示している。その絶対尺度値に依て各硬目

に対する評価態度を位置づけれぼ茅そこには：，尺度値の拡がりが見ら仙教育翠念把擾にジす

れが見出される。

　之等を・畢女別に夫序g年令層に分け・その特殊性を分析して；行こう・（第6表1ざ2）ζの場

合，或年令層が，他の層と異つた評価値を与えたもの，即ち，その層が他の層よりも或理念を重

視，或は，軽祝（反対）しているものに重点を置いて考察する。（第7表）

　一般印傾向ξして・．女教師の方が・勇教師よりも評価点が高いことは：1既に述べたと～二ろで

あるが，年令的に見て行つだ場合，必すしも，それが直ちにそのまふには首肯され得ない。男

教師に於ては，評価点が多年令の進むに従つて漸滅する傾向を示し女教師にあつては，寧ろ

その逆の，漸増する傾向を有している。（第8表）これは，各男女教師の新教育に対する構えを

暗示するものであり，之等の理念を肯定的に受取るか否かの方向を示唆する。

　第㊨表の且　隼令魔別尺陵値位置（♂）

目
番号

一5 一4 一3 一2 一1 0 十1 十2 十3 十4 十5

2 口 ○×〉◎ △

5 X△ ○口〉 ◎

6 ○X△口 ◎
〉

9 ◎ ○X△口
〉

14 口 X△〉◎ O
17 ○×△口 ◎

V18 ◎ ○口〉 ×△

ユ9 ○×△口
〉◎

20 〉 ×口 ○△◎

34 X口〉◎ ○△

。38 △口 ○×〉◎

39 △ X口〉 ○◎

45 〉 口 ○×△ ◎

3、 ◎ X ○△口V

4 ◎ 口〉 ○X△
ユ1 ×口◎ ムV ○

15 〉 ×口 ○△◎

16 口〉◎ ○×今

22 x△口V○
◎

25 ○X口〉△
◎

26
△ 〉 ○口◎ X，

27 ○×△口
＼／◎V◎
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〉◎

○◎

口

〉

L」

△

○△

◎

口〉

X△◎

○口V
◎

〉×

○X口

X

△

◎

△

X

○口

X

V
口

△〉

〉

X

X口

○×

○△

×

◎

口

△〉

尖V

OX△
口V

×口V◎

口V◎
口〉

口V

◎

△◎

○△

口◎

△◎

〉

○×△口
〉
×△

○×◎

△V◎
○△ロ

ロ◎

△◎

○△

○×△

○◎

△〉

X△口◎

×〉

口◎

O×口〉

△V

X△口
◎

○◎

口

○X

◎

〉

○×

O

○V

O△

○×△〉

○×口◎

○◎

（註）20碍240　25紬29x　30～34△　35～39［〕

第岱嚢の碧　年令厨別尺魔値憧置　（9）

40～幽V45紬◎

目
番号

一5 一4 一3 一2 一1 O 十1 十2 十3 十4 十5

2 ○×△口

5 ○× △口

6 ○ X△□
9 O ×△ 口

14 ○イロ △

17 ×△○口

18；

○口 △ ×

19 ○×△ 口

20
O 口×△



滋

鳴4

138

139

145

　3

　4

’ユ1

、ユ5

1ユ6

．22

‡25

－26

．27

．33

』35

36

37

40

42

12

ユ3

’123

’。32

：41

143

44

　1

－30

147

110

131

　8

129

146
：・・

：28

　7 △　．

△

口

口

○口

△

○×△

X口

×　。

X口

×

○×△

O△

○X

ロ

ロ’

○△

○

○△

×

○口

、口

○△

○

○ざ

×△□

口

△口

○口

○

○口

口、

○

×口

×

○×△口

○△口

○△

×

．×

4
．○×

O
X

口1

△

○Xべ［1

△口

×4

0×△口

○X△

X△口

Oxムロ

○△口

○×△口

X△

○△

○△口

○X△
○X△口

△口

○

○△口

×

X

白

△口

．．△

○X今口

○×△

○×△

○x口

Ox
○イ

X口

X



29裏二

第7表年令別項目比較∵

20紬24

（十） 14（十1） 11（十1）22（十1）47（十2） 12（O）　30⑫ジ　　　　　　　2
（一）1 Ol

6（一1）9（一1）20（一1）22（一1）　6．
世蜴（一1）　幽（一留）

25～碧9

（十） 26（十1） 7（十1）、 鮒1）。鮒）。。鮒）。（斯1）櫓

（一） O・ 1訟（【1）一　10（一1）1 2．

30～34

（十） 2（十1） 1 14（十1）　1（十1）　24（十1）

（一） 39（一1） 26（・2）30（一2） 3
塞／；1；紅1）8（一2）

35～39

（十） 23（十1） 21（十2）

（一） 2（一1） 32（一2）

40～幽

（十） 43（十1）

（一） 20（一1）
42（一1）

45（一2）15（一1）
13（＿2）　　8（＿1）

45～

（十）
5（十1）　6（十1）　17（十1）
12（十1）41（十1）31（十2）

45（十1）
28（十1）

（一）
9（＿1）　18（一1）　3（＿2）
10（＿2）　　47（＿2）

4（一1）

2
9（十1）　19（十1）⊥38（十1）16（十1）　　5
46（十1）

39（＿1）　　37（＿1）　41（＿2）

1（一1）24（一2）21（一1） 6

1

6

5
（註）1）（十）は他層より優…位点

　　　　（一）は　〃　　劣位点

　第8表各項目総尺慶平均健

2
） 項目の（）内は、そあ平均値からの変異差

下　　　　20～24　　　　25　～29　　　　30　紬34　　　　35　細39　　　　40　～44　　　　45～　　　　　　　　　Aマ

♂ 十2．5 十2．2 十2．2 十1．8 十1．9 十2．1 十2．1

9 十2．1 十2．5I 十2＝2
’十2．2 十317 十2．6

AY 十2．3 十2．4 十2．2 十2，O ．十2氾 十2．1

　　　　　　20～24　　　　25　～29　　　　30　紬34　　　　35　細39　　　　40　～44　　　　45～　　　　　　　　　Aマ

　lA1男　　教　　師

　1）20～24　全般的に見牝ば，この年令層が最も之等の項目に対して肯定的である。

　　a）個性尊重

　　b）道徳的教育

　　C）子供を好きになる

　　d）「現実」重視

等は・他の世代の男教師に比してカ点を置いている・殊に「現想」キり：もr事実」に基いて教．

育を押進める態度を強く押出しているのと，之等の項目に，他の年令層よりも低い評価を与え

ているのが1平均的に云つて存在しないのぼ，この世代の杜会的背景を考える場合，肯ける特

徴である・と同時に，之は他面，その評価態度，即ち，自已の教育信条，経験等との関連に於

て眺められるこの項目に対する甘さをも考慮しなげればならぬ。

　2）25～29　　この枇代に於ても前年代と同様の年令層他の年令層に比してより否定的な項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　≒
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目は見当らぬが20～24よりは多少，之等の理念に対して批判的である、

　　a）教員の質的向上

　　b）固定した考えで行う教育

に対しては・より肯定的では；あるが，後者ぼ反対の度合が，相対的に少いと云われるのみで茅

殊更に取上げる・必要もなかろう。（第・表1，第・表）耐，この項目は，内去が暖味で，全般自ケ

に意見の卒がりも大きく1課題それ自体が適当とは考えられない。

　3）30～34　この年令層では，更に批判的になつて来ている。

　　a）父兄との違絡を重視しているが相対的に云つて，それ程重要ではないと思われる。

　　b）教育の機会指導

　　C）教員の質的向上

　　d）六ニニ四制の確立に対して，より否定的な立場をとるが，殊に教員の質的向上に関し

ては・25～29の年令層の間に，教員資質の間題，更には多杜会的時代相の断絶が伺える。六二ご

四制に対して・この世代がより批判的であるのも，か∫る観点からして首肯されよう。（第10表〉苓

4）35～39｝この世代は取立てほうべき程の特難賄していないと云辛よう・

　　a）即生活学習

　　b）米国式教育

に対して他の世代よりも肯定的であり，

　　C）父兄との連絡

　　d）児童の忍耐力養成

には・否定的な傾向を有しているが，他世代に比して，概ね中庸を持していると考えられるひ

　5）40～44　　こ∫では茅否定的な面が際立つてくる。

　　a）穏健な児童を育成するごと

を他よりも強調し，全時に，

　　b）責任感ある児童養成

　　C）教師⑧生徒の一体学習

を・他層よりも軽く評価しているのは・教師の指導性を，この年令層が新教育にも強く要望し

ているごとを示しているものと云えよう。また多

　　d）直接杜会に役立つ人間養成

に対して消極性を示しているのは，教師の指導性と対照して，学校教育の充実を目指すものと

考えられるのでぼなカ・ろうカ・。しかし　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　e）勤労精神

　　f）人格陶冶

　　g）教科書学習

に対しては・他層よりも否定的傾向を有しで居り蓼理念婁技術面共に，その教師の指導性が在
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来の教育の在り方のま∫には，直ちに肯定し得ない現れと見るごとが串来よう。

　6）45～　　　この層の特徴は多之等の項目に対する賛否両論の構えが極立つていることで

ある。即ち，肯定するものは大きく肯定し否定するものは多はつきりと否定する態度が見ら

れることである。

　　a）知的水準に重点を置かぬ教育

　　b）能力別学習

　　C）地域的な学習

　　d）児童の自主性糧養

　　e）責任感ある児童養成

　　f）広く，浅い教育

等，知的な水準を重んぜす地域や能力に即した児童の貞立性を重んじた教育等に他層より，賛

同しているが，

　　1g）平和愛好の教育

　　h）児童幸福の教育

等，内容の意味するものが，多岐に亘るもの¢対しては，消極的であり多

　　i）義務教育延長

の多制度上の間題には，殊に他の層が賛同の方向をとつているのに対し享否定の方向を示して

いるのは注目される。

　　j）経験に基く学習

　　k）「理想」よb「現実」を重んする教育

に対しても，他年令層より消極性を示しているが，之は，肯定な児童の自主性を重んする教育

地域書能力に応じた教育等の，即児童教育技術が，経験や現実のみを根幹とするのでないこと

を物語るものと考えられる。殊に，現実を重んする教育に対する否定傾向ぼ多他層が賛同の方

向をとるに対し，この年代層の理想性を示すものとして更には，

　　1）日本固有の糖神保持

に対して肯定的立場をより強調し，

　m）米国式教育

に反対する立場をより強く打出しているのは，この年代層の，糖神価値体系を暗示するものと

して刮目され・よう・（第g表）



錫

第蔓嚢　否定g方向密事する環園尺魔値．〈雫希別）

番
号　項’目　性

　　　　　　　　♂
7　固定した教育＿

　　　　　　　　♀

8教科書学習
♀

　　　　　　　　♂
ユO　義務教育延長一

　　　　　　　　9

　　　　　　　　♂
21米国式教育一
　　　　　　　　〇

墾O～24

一3．O

一1．1

一〇．7

一ヱ。5

十0．2

一〇．1

、一3，5

一1．7

留5～29

一2．4

一1．1

一1，7

十〇。3

十0．2

一〇。6

一2．8

一1．5

30～34

一2．8

一3．き

一2．1

一2．6

一〇．9

十1．2

一3．3

一L7

・35～39

一4．3

一3．2

一〇．8

一1．8

十0．5

十1．3

弓［1．O

一2．6

’40～幽

一4．8

一3．0

一2．5

十3．0

十1．O

O

一1，8

一3．O

45～

一4．5

／
・一2．O

／
一1．5

／
／
一3邊8

／

男　　女
平均尺度

一2．6、

一2籟4

一1．6

一〇。5

一0．1

十〇。4

一2．7

一2．1

全　　体
平均尺度値

二2．8

一1．4

0

一2．3

！

　　　　　　　　♂
28広く浅い教育一

　　　　　　　　9

　　日本固有精神　♂
29　　　　　　　　　＿
　　保　　　持
　　　　　　　　9

　　知的水準に重　♂
31　　　　　　　　　＿
　　点を置かぬ
　　　　　　　　♀

　　　　　　　　♂
事6宗教教育一
　　　　　　　　9

　　「理想」より　♂
47　　　　　　　　　＿
　　「現実」
　　　　　　　　9

一1．6

一1．3

一2．2

一〇．1

一〇．3

十〇．4

十1．2

一0．5

十2．5

斗O．3

一L7

一2，1

一〇．9

二1．1

＿O、畠

一〇．9

一〇。1

一〇。7

十〇．3

十1．9

一1．3

電一0．8

十〇。5

一2．1

十〇．4

十〇．1

十1．3

一1．1

十L7

十0．2

一1．8

一1．9

一2．O

一〇曲3

一〕．8

一1．2

」3．3

十1．2

十〇．3

十1．3

一〇．9

一2．O

一1．6

一3．0

一2．O

十5．0

一〇．7

十3，O

十1．5

十2．O

十〇。3

／／／

十ユ．O

　　／

／
十1．0

／
一1．8

／
／

一〇．5

　　／

／

一〇、7

一L6

一〇．9

一1臼3

一〇曲6

十1．6

一〇．6

十〇．4

十1，0

十1“

一ユ。6

一〇．7

一04

一〇．5，

十〇．9

　（B）女　　教　　師

　女教師の各年代層別の評価を観する場合，40～44年令層と，調査対象が1名であり，その尺

産値が、他層と比較する時，余りにも不均衡に各墳に対して高点が与えられ過ぎてい肴為ヒ

（第6表の12）比較考察の対象から除外した。

　1）20～24一一この年令層は，女教師の中最も之等の項目に対して否定的である。

　　a）男女共学完全実施

　　b）六：二ご四制確立

の制度的な間題に対して，他層よりも積極性を示しているが，

　　C）直接杜会に役立つ人間養成



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3訟

　　d）子供を好きになる

　　e）教育の独立

　　f）人格陶治教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴一・

などでは，女教師の全体的傾向よりも低い評価をし殊に，「子供を好きになる」ことに対す

る評価は低く言之は寧ろ男教師め傾向に二致している。．（第6表の1，2）其他

　　g）能力別学習

　　h）児童の幸福を目手白す

ことなどに。他層より否定の傾向が克え三余相対的に云つてそれ程う重視去べきものでもな∴

様に思叶る・

　2）25～29　この年代は，前世代とは1逆に，之等の項目に対して，最も肯定的である。殊に
　　現）教員の質的高上

に対してヲ男如・・毒令層の場合と全様に多紬な賛意を示して」るの牛・・代と・Φ

代の間に男女共に教育資質一つの断層が横たわることを物語るものと云えよう。（第10表）

　　b）ア和愛好児童の育成

　　C）真理探究

　　d）人格陶治

等の参教育を抽象的な形で把握している態度は，寧ろ勇教師の全般的傾向に類似して屠る。また

　　e）教科書申心学習

に対しては，他層と方向を異にして，肯定の方向をとり多

　　・）義務教育峠

に，・・一・・の世代と燕否定の傾向を持つ÷いるのも多次あ・。一。・年令層と比して，区書1さ牝

る特異性下ある・

　3）30～34　この年代は，之等の項目に対して，他層との比較の上では批判的であるがう

　　a）個性尊重

　　b）鶴規律をきびしくする

等旨主と規律との間髄更にはそれにまつわる教育技術に重点を置き多

　　C）固定した考えでの教育

　　d）教科書中心学習

　　e）日本固有の糖神での教育

などには・大きく反対して居りう20代とは異つだ新教育理念が形成されつムある様に思われるα

　4）35～39　この世代での特徴は男教師の45斜の年代と全様婁賛否の態度が判然としてい

る点である。

　．ゑ）基礎労力の養成、

　　b）宗教教育の必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二、、1

を強調レ
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　　C）教育技術

　　d）米国式教育

　　e）当用漢字や新かなづかい

に治極性を示すのは1ごの世代の杜会的な背景をも示す明確な特徴であろう。特にう宗教教育

に対する要請は・他層が1それに反対する立場をξるに比して・，大き一い・

第10嚢　意見の鐘が靱の大きい項目尺慶値　（華令別）

奪項　目性・・一舳・一・…一・…一・…一舳・一男女平均値軸尺度穫

　経験ビ基く学　♂　十3，3
3　　　　　　　　　＿
　習　　　　　　　　♀　　十2曲6

十2田7　＋4．0　＋4，3　＋3．7　＋1．3　　＋3む2

柵・十…抽・十…／・…

　　教師児童の一　含　・十2．8　斗2．1　＋1．7　＋1．3　＋O．1　＋2．5　　＋1，8
13

俸学習　・十孔・・…ム・・…十・．・／帖・

　　教育技術に重　♂　十1，7
24　　　　　　　　＿
　　点
　　　　　　　　　♀　　十1曲6

　　教員の質的向　♂
26　　　　　　　　　＿
　　上
　　　　　　　　　9

十1．5　＋1．6　＋1．3

＋2．〇　　十2．6　　＋O曲3

十〇。6　＋1。〇　　十1，3

・…／…
十3．2　＋3．7　＋L4　＋2．5　＋1芭9　＋2．8　　＋2．6

・・…乱・十・㊥・・・・・・…／・”

　　六・三・三1　♂　十2由2　斗O．2　－O．7　＋O田7　＋1．1　＋1，8
30　　　　　　　　＿

四制実施・十・・・・…帆・十・・・…／

　　児童の忍耐カ　♂　十3ユ
32　　　　　　　　　＿
　　養成
　　　　　　　　　♀　　十1．8

45
　　童育成

十0画9

十1．7

十2．6　　　＿ト2．2　　　→」O．3　　　＋2，2　　　＿←1．5　　　＋2．O

・…十・…画・十舳／十…

責圧感ある児　♂　十3．9　＋4，O

’9　　＋3的8　＋3．5

→一3．9　　＋3，3　　一ト2，4　　一ト4．5　　　一ト3．7

・…州・・働・／州

十3．1

十2．2

十1．4

十3．1

十1，O

十2．2

十3，7

（註）以上の他第9表の諸項も、同様の拡がりを示す

　　　§盈．要約及’ぴ考察

　以上の結果を綜合要約して見るに，全般的に云つて，．次の様な傾向が伺える。

ユ）その教育観を見れば男教師にあつては，教育目標の把握が理念的思想的であり，之等肯

定の方向に片寄つだ各理念項目に対して茅年令が増カロするに従い，批判的になるのに対し女

讃師は・その考え方が現実的具象的で。之等の新教育目標として考えられている諸項目に対

し多年令が進むにつれて肯定的な傾向がある。

　2）年代層から見れば・殊にう教員資質に閨する間題では，20代教師と30代教師の間に、男
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女共に一づの断層が横淀わり。戦争をはさんだ二つの世代の在り方を示すものと云えようか。

ま把之は，自省に依てrもつと求めるべきだJと考える世代と吟「それ程やかま；しく云う程

のこともない」と思う世代との・教育に郊する賞1負と構えの度倉とを語る一つg姿の様にも風

わ牝る。

　3）男女共に高年令層では，教育目標に対する賛否の態度が判然として居り，「い∫ものは；

い㌧↓「わるいものはわるい」式の教育信念とも称すべき態度が他層に比してうより形成せら

れているのが観ぜられる。

　4）地域に於ける差異には，注目すべきものは余りなかつたと云わねばならぬ。山間の小甘

村である皿町では，他が反対傾向を有するに比して多日本固有精神での教育を要請しているのが一

注目されるが，之も，皿町が他地区に較べて，被調査者に高年令層の教師が占める比重が大き

い（皿市では20代と30以上の年令層の比率は約2：1曾O郡では3：1に対して，皿町では1：1〉

ために生じた結果と考えら仏この間題は寧ろ年令層の間題に帰すことの方が妥当の様に思わ

れる。

　5）全体の傾向として、児童の自主性，人格尊重亨民主的教育を施すことに，新教育理念の

中核を認め下いる。

　以上。地域，性，年令層等に依て多どの様に新教育理念の把握が異つているかの傾向を見て

来たが，之は同時に現今の教育の「現状」や教育に対する「意見」との関連に於て論を進める一

べきであり，差異性は，「現状」やr意見」に寧ろより多く希せられるものでありそれを侯つ

て始めて，目標理念把握の特殊性も浮彫りにせらるべきものであろうと考えられる。　　　　　鐸
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